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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各内部回路に電源供給を行う電池と、電池電圧を検出する電池電圧検出回路と、火災現
象に基づく環境変化を検出し出力する火災検出回路と、前記電池電圧検出回路の電池電圧
検出信号や前記火災検出回路の火災検出信号が入力される制御回路と、警報音鳴動回路と
、を備えた火災警報器において、
　前記警報音鳴動回路は、アンプゲインを可変可能な増幅部と該増幅部で増幅された警報
音を出力する音響部とを有し、
　前記制御回路は、前記火災検出回路からの火災検出信号に基づいて警報鳴動が必要か否
かを判断し、必要と判断した場合には、前記電池電圧検出回路からの電池電圧検出信号に
基づき電池電圧のレベルを判定し、電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低下している
ときには通常鳴動時の８０ｄＢ程度の音圧よりも低い、７０ｄＢ程度の音圧で前記音響部
から警報鳴動を行うように、通常鳴動時よりも低いゲインに制御するアンプゲインコント
ロール信号を前記増幅部に出力することを特徴とする火災警報器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池で駆動する火災警報器に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来より、この種の火災警報器には、火災検出時や点検異常時（電池電圧低下時やセン
サ異常時など）に警報音鳴動を行う警報音鳴動回路が設けられている（特許文献参照）。
一般的に、警報音鳴動回路は、警報音を増幅する増幅回路と、増幅された警報音を出力す
るブザーやスピーカなどの音響部とにより構成され、例えば、火災警報は消防法の規格で
定められているように、７０ｄＢ以上の音圧で出力を行うようにしている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－０３９８２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、警報音の音圧を上げると、それに比例して警報音鳴動時の消費電流が大
きくなる。電池は一般的に電池容量を消費するに従い内部抵抗が増大して、電池から取り
出せる電流である最大放電電流が減少する。警報器を正常に動作させるためには、電池の
最大放電電流よりも警報時等の警報器の最大消費電流が小さい必要がある。よって、警報
器の最大消費電流が大きい程、電池容量を使い切る前にシステムが動作できなくなること
になり、電池の有効寿命が短くなる。より電池寿命を延ばす（電池の容量を使い切る）た
めには、警報器の最大消費電流を減らす必要がある。しかしながら警報音の音圧を高める
には警報鳴動時の消費電流を増やす必要がある。
【０００５】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、電池の電圧低下時には電流制限をかけ
て警報鳴動を行うようにして電池寿命を実質的に延ばすことが可能な火災警報器を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る火災警報器は、各内部回路に電源供給を行う電池と、電池電圧を検出する
電池電圧検出回路と、火災現象に基づく環境変化を検出し出力する火災検出回路と、電池
電圧検出回路の電池電圧検出信号や火災検出回路の火災検出信号が入力される制御回路と
、警報音鳴動回路と、を備えた火災警報器において、警報音鳴動回路は、アンプゲインを
可変可能な増幅部と増幅部で増幅された警報音を出力する音響部とを有し、制御回路は、
火災検出回路からの火災検出信号に基づいて警報鳴動が必要か否かを判断し、必要と判断
した場合には、電池電圧検出回路からの電池電圧検出信号に基づき電池電圧のレベルを判
定し、電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低下しているときには通常鳴動時の８０ｄ
Ｂ程度の音圧よりも低い、７０ｄＢ程度の音圧で音響部から警報鳴動を行うように、通常
鳴動時よりも低いゲインに制御するアンプゲインコントロール信号を増幅部に出力するも
のである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る火災警報器は、各内部回路に電源供給を行う電池と、電池電圧を検出する
電池電圧検出回路と、火災現象に基づく環境変化を検出し出力する火災検出回路と、電池
電圧検出回路の電池電圧検出信号や火災検出回路の火災検出信号が入力される制御回路と
、警報音鳴動回路と、を備えた火災警報器において、警報音鳴動回路は、アンプゲインを
可変可能な増幅部と増幅部で増幅された警報音を出力する音響部とを有し、制御回路は、
火災検出回路からの火災検出信号に基づいて警報鳴動が必要か否かを判断し、必要と判断
した場合には、電池電圧検出回路からの電池電圧検出信号に基づき電池電圧のレベルを判
定し、電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低下しているときには通常鳴動時の８０ｄ
Ｂ程度の音圧よりも低い、７０ｄＢ程度の音圧で音響部から警報鳴動を行うように、通常
鳴動時よりも低いゲインに制御するアンプゲインコントロール信号を増幅部に出力するよ
うにしたので、簡易な構成でアンプゲインをコントロールできる。したがって、警報鳴動
が必要で且つ電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低下している場合には、アンプゲイ
ンを下げることで電流制限をかけ、警報鳴動を行う。これにより、電池寿命を延ばすこと
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ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
実施の形態１．
　図１は、火災警報器の構成を示すブロック図である。なお、図１において実線は配線を
示し、点線は信号の流れを示している。
　図１において、１は後述の各内部回路に電源供給を行う、例えば定格電圧ＤＣ３．０Ｖ
の電池、２は電池電圧から一定の電圧（例えば２．３Ｖ）の定電圧電源を供給する定電圧
回路、３は火災警報器内の各内部回路の制御を行うワンチップマイクロコンピュータで構
成された制御回路、４は火災現象に基づく煙や熱等の環境変化を検出し出力する火災検出
回路、５は電池電圧を検出する電池電圧検出回路、６は定電圧回路２の電源電圧を監視す
る電源電圧異常監視回路、７は点検スイッチ（図示せず）による点検及び音声停止を行う
点検・音声停止回路、８は音声アンプ・スピーカによる音声鳴動を行う警報音鳴動回路の
一例としての音声鳴動回路、９は複数の発光ダイオード（ここでは例えば赤色発光ダイオ
ードと緑色発光ダイオード）による警報器の状態表示を行う火災・異常表示回路である。
【００１７】
　火災検出回路４は、火災検出用の赤外発光ダイオードを発光させる昇圧・発光回路４ａ
と、昇圧・発光回路４ａの赤外発光ダイオードの発光による散乱光を受光し増幅する受光
増幅回路４ｂとを有している。
【００１８】
　制御回路３は、各内部回路からの信号を定期的に取り込み、その信号に応じた処理を行
っている。具体的には、火災検出回路４の受光増幅回路４ｂからの信号（火災検出信号）
を取り込み、この火災検出信号に基づいて警報鳴動が必要か否かを判断し、必要と判断し
た場合には、電池電圧検出回路５からの電池電圧検出信号に基づき電池電圧のレベルを判
定する。そして、その判定結果に応じた出力レベルで警報鳴動の音声データを出力するよ
うに音声鳴動回路８を制御する。具体的には、電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低
下しているときには、電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低下していない通常鳴動時
よりも低い音圧で警報鳴動を行うように警報音鳴動回路８を制御する。なお、音声データ
は制御回路３から取得したものである。
【００１９】
　図２は、図１の音声鳴動回路８の構成の一例を示す回路図である。
　音声鳴動回路８は、制御回路３からの音声データを入力して増幅するアンプ（増幅部１
１）と、増幅された音声を出力するスピーカ（音響部１２）とを有している。そして、増
幅部１１と制御回路３とが、増幅部１１に電源供給する電流値をコントロールできるよう
に接続されており、電流値をコントロールすることで警報鳴動の音圧レベルを制御するよ
うにしている。
【００２０】
　以下、増幅部１１と制御回路３との接続について説明する。
　増幅部１１の定電圧回路２側に、抵抗値の異なる抵抗１３Ａ（抵抗値小）・１４Ａ（抵
抗値大）が並列に接続され、そして、各抵抗１３Ａ・１４Ａに各トランジスタ１３Ｂ・１
４Ｂの一端が直列に接続され、各トランジスタ１３Ｂ・１４Ｂの他端が定電圧回路２に接
続されている。また、各トランジスタ１３Ｂ・１４Ｂと制御回路３とは、各音声増幅制御
線１３Ｃ・１４Ｃで接続されている。各トランジスタ１３Ｂ・１４Ｂは、制御回路３から
ＬＯＷレベル信号が入力されることによりオンするものであり、警報鳴動を行わない間は
ＨＩレベル信号が入力されてオフ状態となっている。
　かかる接続により、制御回路３から音声増幅制御線１３Ｃ及び音声増幅制御線１４Ｃに
出力される信号に応じて、異なる電流値の電流Ｉが増幅部１１に供給される。
　また、制御回路３は、音声データを出力するデータ出力線１５を介して増幅部１１と接
続されている。
【００２１】
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　図３は、音声鳴動を行う際の制御回路３の動作を示すフローチャートである。
　制御回路３は火災検出回路４からの火災検出信号に基づいて警報鳴動が必要か否かを判
断し、必要と判断した場合には、電池電圧検出回路５からの電池電圧検出信号に基づき電
池電圧のレベルを判定する（Ｓ１）。そして、電池電圧のレベルが所定のレベル（例えば
２．５Ｖ）以上であると判定した場合には、通常鳴動すると判断し、音声増幅制御線１３
Ｃに出力する信号をＨＩからＬＯＷにする。これにより、トランジスタ１３Ｂがオンし、
定電圧回路２と増幅部１１とが、抵抗１３Ａを介して接続される。また、制御回路３は、
データ出力線１５を介して、必要な音声データを増幅部１１に出力する。これにより、増
幅部１１に通常鳴動時用の電流が流れ、例えば８０ｄＢ程度の音圧で通常鳴動が行われる
。
【００２２】
　一方、ステップＳ１で、電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低いと判定した場合に
は電流制限鳴動すると判定し、音声増幅制御線１４Ｃに出力する信号をＨＩからＬＯＷに
する。これにより、トランジスタ１４Ｂがオンし、定電圧回路２と増幅部１１とが、抵抗
１４Ａを介して接続される。また、制御回路３は、データ出力線１５を介して、必要な音
声データを増幅部１１に出力する。この抵抗１４Ａは抵抗１３Ａよりも大きいため、増幅
部１１に流れる電流は通常鳴動時に比べて少なくなる。したがって、電流制限された鳴動
が行われ、例えば７０ｄＢ程度の音圧で鳴動が行われる。
【００２３】
　このように、本実施の形態１によれば、警報鳴動させる際に電池電圧が低下していると
きには、警報鳴動のための消費電流を通常鳴動時に比べて抑えるようにしたため、電池寿
命を延ばすことが可能となる。一方、通常時には、警報鳴動時の電流制限を緩和して、よ
り高い音圧を得ることができる。
【００２４】
　また、音声鳴動回路８は、増幅部１１の定電圧回路２側に、並列に接続された抵抗値の
異なる抵抗１３Ａ・１４Ａと、各抵抗１３Ａ・１４Ａに一端が直列接続され他端が定電圧
回路２に接続された各トランジスタ１３Ｂ・１４Ｂとを有し、制御回路３から各トランジ
スタ１３Ｂ・１４Ｂのオンオフを制御することにより増幅部１１へ電源供給する電流値を
コントロールする構成としたので、簡単な構成で増幅部１１へ電源供給する電流値をコン
トロールすることができる。
【００２５】
　なお、本実施の形態１では、警報音鳴動回路として増幅部１１で増幅した音声データを
音響部１２から出力する音声鳴動回路８を示したが、ブザー音響などの音響データとして
もよく、さらには、図４に示すように、ブザー３１を鳴動させるようにした音響鳴動回路
８１としても良い。この構成では、警報鳴動が必要な場合、制御回路３から音響出力制御
線３２にブザー３１の発振周波数（例えば３ｋＨｚ程度）に合わせてＨＩ信号とＬＯＷ信
号とが交互に繰り返して出力されて、トランジスタ３３がオンオフを交互に繰り返す。こ
れにより、電池電圧が通常時の場合には上記と同様に大きい電流がブザー３１に流れて大
きく鳴動し、電池電圧が低下している場合には通常時の場合に比べて小さい電流がブザー
３１に流れ、通常時に比べて小さく鳴動する。
【００２６】
実施の形態２．
　本実施の形態２の火災警報器は、実施の形態１に示した音声鳴動回路８に代えて、音声
鳴動回路８２を設けたものである。
【００２７】
　図５は、実施の形態２の火災警報器に設けられた音声鳴動回路８２と制御回路３との接
続例を示す図である。図５において図１と同一部分には同一符号を付し説明を省略する。
　実施の形態３の音声鳴動回路８２では、増幅部１１がトランジスタ２１を介して定電圧
回路２に接続されており、トランジスタ２１は音声出力制御線２２を介して制御回路３に
接続されている。また、増幅部１１は、アンプゲインコントロール線２３を介して制御回
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路３と接続され、制御回路３からのアンプゲインコントロール信号によりアンプゲインを
可変可能なものであり、制御回路３からの音声データをアンプゲインコントロール信号に
基づいて増幅して音響部１２から出力する。
【００２８】
　このように構成された音声鳴動回路８２を有する実施の形態２の火災警報器において制
御回路３は、警報鳴動が必要と判断した場合、音声出力制御線２２にＬＯＷ信号を出力し
てトランジスタ２１をオンし、増幅部１１に電源を供給する。そして、通常鳴動すると判
定した場合には音声データとこの音声データを高出力で出力するよう制御するアンプゲイ
ンコントロール信号をアンプゲインコントロール線２３を介して増幅部１１に出力する。
増幅部１１は、制御回路３からのアンプゲインコントロール信号に従って音声データを増
幅し、音響部１２に出力する。これにより例えば８０ｄＢ程度の音圧で鳴動が行われる。
一方、電流制限鳴動すると判定した場合には、制御回路３は、音声データとこの音声デー
タを通常鳴動時によりも低出力で出力するよう制御するアンプゲインコントロール信号（
通常鳴動時よりも低いゲインに制御するアンプゲインコントロール信号）をアンプゲイン
コントロール線２３を介して増幅部１１に出力する。増幅部１１は、制御回路３からのア
ンプゲインコントロール信号に従って音声データを増幅し、音響部１２に出力する。これ
により例えば７０ｄＢ程度の音圧で鳴動が行われる。
【００２９】
　このように本実施の形態２によれば、制御回路３からのアンプゲインコントロール信号
でアンプゲインを可変可能な増幅部１１を用い、増幅部１１と制御回路３とをアンプゲイ
ンコントロール線で接続したので、簡易な構成でアンプゲインをコントロールできる。し
たがって、警報鳴動が必要で且つ電池電圧のレベルが所定のレベルよりも低下している場
合には、アンプゲインを下げることで電流制限をかけ、警報鳴動を行う。これにより、電
池寿命を延ばすことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】火災警報器の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の音声鳴動回路の構成の一例を示す回路図である。
【図３】音声鳴動を行う際の制御回路の動作を示すフローチャートである。
【図４】音響鳴動回路を示す図である。
【図５】実施の形態２の火災警報器に設けられた音声鳴動回路と制御回路との接続例を示
す図である。
【符号の説明】
【００３１】
　　１　電池
　　２　定電圧回路
　　３　制御回路
　　４　火災検出回路
　　４ａ　昇圧・発光回路
　　４ｂ　受光増幅回路
　　５　電池電圧検出回路
　　６　電源電圧異常監視回路
　　７　点検・音圧停止回路
　　８　音声鳴動回路
　　９　火災・異常表示回路
　　１１　増幅部
　　１２　音響部
　　１３Ａ　抵抗
　　１３Ｂ　トランジスタ
　　１３Ｃ　音声増幅制御線（音響増幅制御線）
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　　１４Ａ　抵抗
　　１４Ｂ　トランジスタ
　　１４Ｃ　音声増幅制御線（音響増幅制御線）
　　１５　データ出力線
　　２１　トランジスタ
　　２２　音声出力制御線
　　２３　アンプゲインコントロール線
　　３２　音響出力制御線
　　３３　トランジスタ
　　８１　音響鳴動回路
　　８２　音声鳴動回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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